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コロナ禍に対応した生産販売連携の強化、在庫管理スキ－ムの変更
個別PJ事例紹介

お客様の課題

エリア・国

お
客
様

業種

 コロナ禍で一部製品カテゴリの需要急
騰、調達リードタイム不透明のため、欠
品が相次ぐ

⇒機会損失をなくしたい

 一方で、コロナ禍で一部製品カテゴリの
需要急降下のため、過剰在庫が発生

⇒在庫を適正化したい

 調達：東アジア（日本含む）、欧州、北米

 製造：日本

 販売：東アジア（日本含む）

実施概要

 生産・販売連携の強化

 生産販売連携プロセス・会議体の見直し

- 販売計画の精度向上

- 部門長間の需給調整の徹底

 在庫管理スキームの変更

 製品特性に応じた在庫ポリシー設定

- 高需要品は需要連動を強化

- 低需要品は受注生産に移行

MURCのご支援内容

ご
相
談
内
容

課題

 製造業（化学）

事業の
概要

 グローバルでの調達後、日本で製造し、
主に日本周辺の顧客へ販売している

期間 1～3ヵ月 3～6ヵ月 6ヵ月以上
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お問い合わせ

 コンサルティングのご依頼、ご相談の際は、以下のボタンをクリックください

 お問い合わせページに移動しますので、必要事項を記入ください

お問い合わせ

QRコードはこちら

URLはこちら https://reg18.smp.ne.jp/regist/is?SMPFORM=nekf-ldkgpe-1648b29f41f462760deaee4cdc248144

https://reg18.smp.ne.jp/regist/is?SMPFORM=nekf-ldkgpe-1648b29f41f462760deaee4cdc248144
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